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This　study 　is　building　of　the　crisis　management 　system 　wh 蓋ch 　a洫 ed 　at　the　smooth

refUge 　managemen もand 　the　restora 樋on 　of　the　univer8ity 　businesB　in　the　（lisaster　at
the　Ybkohama 　national 　univergityL

Kobe　univer8i 鯉 takes　about 　2000　people　a3 　a 　refuge 　place　in　the　case 　of 　Great
Hanshin　earthquake （1995）．
By　re色rring 旗〕 Kobe　ca8e ，　we 　extract しhe　re80urces （the　lat£ nt　elements 　that　it

works 　 fbr　 the　 plus）from　 making 　 the　 scellario　 of　the　 earthquake 　 disaster　 in
Ybkohama 　natio4al 　university ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
Then，　it　is　divi己ed 　in監o 　the　material 　resouroe8 　with 　tke　human 　resources ，　and 　Ohe

pre8ent　conditions 　a 碧e 　investigated　about 　each ，　and 　tlle　effective 　ways 　of　making

use 　of　tlem　are 　examined ．

Ke7　wards ；crisis　management 　 scenario 　of　disaster　 GIS

1　 は じめ に

　横浜国立大学は収容定員 293000人の広域避難場 所 に指

定 され て い る。横 浜市地域防災計画 に よ る と広域避難場所

とは延 焼 拡 大火 災 に よる煙や 輻射熱を避け る た め の 単なる

ス ベ ー
ス を指 して おり、本学として は施設を提供する義務

はない。し か し、兵庫県 南部地震 の 際、 神戸大学で は避難

場 所 と して 指定 されて い な い 施 設 が避難者の 生活 の 拠 点 と

なっ た。避 難者は 必ずや っ て くる とい う前 提 で、周辺 地 城

に貢献で きる避難 場所 と して の対策 を含 めた危機管理 を考

えるぺ きで あ る。

　さらに災害時の た めだ けの シ ス テ ム を構 築するの で はな

く、現在 の 平常業務上 の 問題点等も考慮 しなが ら、そ の 効

率化の 延長に ある よ うなシ ス テム の 構築を目指す必 要があ

る。

　そ こ で本研 究で は、神 戸 の 事例 を参 考に 〔2− 1｝、災害

2　 危 槻 理 シ ス ラ ム の 　 れ

時の シ ナ リオを描 き （2 − 2）、 本学にある資源 をい か に活

用す るべ き か （2 −3 ｝ ｛2 −4 ｝を述ぺ る 。

2−1神 戸の 事例調査

　兵庫県南部地震 の 際、神戸 大学及 び神戸 商船 大学の 状況

調 査 か ら特に重 要だ と思 われ る点 を以下に述べ る。
・地震 当夜で 事務 系職員 130 人 中 20 人 をき る ほ ど しか 集

ま らなか っ た 。

・地震当夜 160体の 遺体が運 ばれ た。
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・最初の 仕事は学生、職員の 安否 確認 、住民対応。
・市の 避雌場所に指定 されて い る もの の 、 大学 と して ど こ

までや っ て い い の か わか らなか っ た。
・

日常か らの 組織 がなけ れ ばい く ら良い マ ニ ュ ア ル が あっ

て も駄目だ 。

・大 学を構成す る 各団体で の 常か らの 識 論 が大切。
・基本 の マ ニ ュ ア ル が あ っ て も実 際 は応 用 問題。
・学 内 US の 光 フ ァ イ バ ーは無 傷 だ っ た。

2−2シナ リオ想定

2−2−1 シナ リオ想定に つ い て

　シ ナ リオ 想定とは様 々 な要素 に よっ て 変化す る状況に 対

し、 時 間を追 っ て どの よ うな人 ・物 ・情報が必 要 にな るか

を想定す るこ とで ある。
　過 去 の 事例 か ら得 られ る教訓 は 多い が、過去 の 事例 もひ

とっ の 場合に しか すぎ ない 。

　い く ら細か い 行動の シ ナ リオを想定 し たとして も災害時

に有 効 に機 能 しな い 。必 要 なの は 、 災 害時に対策に あた る

人が 臨機応 変に 活 用で きる シ ス テ ム で あ る。
2−2−2 シ ナ リオ想定概要

  シナ リオ の 視点

・大学に避難す る周辺住民、学生の 視点
・学生 。職員の 安全確保、避難所 運営に携わる大学職員 の

視点

  シナ リオの 変数
・
職員 、 学生 の 人 数の 変化を考 慮 した発生 時刻

・気象条件を考慮 した発 生時期

2−2−3 シナ リオ想定の 例
・
発 生時刻別 の 被震 期 （10秒〜10分） にお け る大 学職員

の 状況の
一
例を 下表に示す。

2−3横浜国立大学資源調査

2−3−1資源 に つ い て

　 こ こ で 『資源 』 とは災 害時 に プ ラ ス に は た らく潜在的要

素を 指す。さ らに それ を下図の よ うに分 類 する。

　災害が起 こ っ てか ら資源を発掘するの で はなく、シ ナ リ

オ想 定 に よ り事前に発掘 し、災害 時 にス ム ーズ に活用 で き

る よ うに す る。し か し 事前に発 掘で きる資源に は 限界が あ

り、災害時に初め て顕在化す る資源も多くある。それ らを

有効 に活 用す る こ とは 重要 であ る 。

2−3−2資源嬲査内容
・施設調 査　　　　・大学職員の ヒ ア リン グ調 査
・危険物調 査　　　・学生 ア ン ケート調 査　etc

　資源 躙査 の 一
例 と して職員の 住所調査 を示す。

　職員名簿の 住所をもとに 大学か ら何   圏内 に 住んで い

る か を調査 した。事務職員、教員、さらに 大学の 防火組織

に入 っ てい るか否 か で分類 した 。

棚 師 外

5  ｝横選市内

4”5  

3・−4in2

− 3  

1− 2  

〇− 1  

’ ，

A
巴 敏員 （防火組繊 に入 っ ていない〕

8 敏員 （防火組織にλ っ てい る》

ロ 事覇職員 （防火組撤に入 っ てい ない｝

卩 事爵賦員 （防火組織に入う て い る）

（人 》

O　 　　 m 　　　 掴0　 　 30 　　 　釦0　　 　 図0

上 の グラ フ か ら、徒歩 1 時間以 内 （4   以 内）に 住む

事務職員、教員は 1200人 中239人 で ある。
2圃4資源の 活用

　大学が平常業務 で 扱 う情報と ともに平 常時に は意識 され

るこ との ない 各情報 間の 潜 在的関係は重 要な情報資源 で あ

る。 そ れ らの 資源を有効に 活用す る た めの 情報の 形態の イ

メ
ージ図を示す。

鮮尋曜 個
　 箪一霞霞　　　　　　 廨二殿階　　　　絮三 殺爾　　　　　　　第四 

　第
一
段階は個 々 の 組織別 に紙面 に よ り情報を管理 する段

階で ある。第二 段階は平常業務で扱う情報の デジ タル 化で 、

情報 の 追加 ・更新 ・消 去 ・検 索等 が簡 便に なる。現在本学

で も進行中で ある。第三 段階は平常業務で扱 う情報 の 鳳

に よる共有化 で あ る。学内の 様 々 な情報が一
元化 され 、個 々

の 端 末 で 横断的 に 呼び 出す こ とがで き る。第四段 階は平常

業務で 扱う情報をデ ジ タル 地 図で 表示 する段階で ある。職

員、学生、施設等 の各要素は程度の差 はあれ何らか の 形で

地理 的情報 を も っ て い る 。 そ して これ らの 地理 的情報は端

的 に物 と物 の 裏に 隠れ た人 の 関係等の 潜在的関係 を示す こ

とが多い。

　平 常業務で の GIS活用の 可能性は以下に示すが他に も多

数あ る と思われ る．
・各 種 図面 との リ ン ク に よ る 施設 工 事 へ の 応 用
・試 験 、 授業教室 の 選択
。建物管理 者の 明示

・会 議 等の ス ケ ジュール 連絡
。大 学 施設 の 学 部を こえ た 全学的利用 　 etc
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墜
3−1人的資源

3−1−1組織
  全学情報管理組織

　現在本学にお い て情報を全学的に管理 する組織は なく、
個 々 の 組織が縦劇 り的に管理 して い る 。 しか し平 常業務で

は もちろん、特 に災害 時 は縦割 り組織 を こ えた横断的な情

報が必 要 に なるこ とが多い。情報管理 の ハ ード面 で は学 内

凵田 の整備等は ここ数年 で急速に進み、全学的な情報管理

も可能な状態にな っ て きて は い る。しか しそれを全体 と し

て使 う組織が ない ので ある。

　他大学の 例 を見 る と神戸 大学で は総 合 情報処 理セ ン ター

に神戸 大学憶報ネ ッ トワ ーク シス テ ム 委員会を骰けそ こ で

組織的、計画 的に全学情報を管理 して い る．

　本学もそ の よ うな組 織 によ D．、平 常時の ための 情報管理

に加 え、災害時の ための 情報 も含め た デ ジ タル 情銀 の 広 範

な検索ネッ トワークをつ くる必要がある 。

  危険物情報管理組織

　本学は 広 域避難場 所 に指定 されて い る とはい え 、 工 学部

や教育学部の
一
部の 施股に は様々 な危 険 物があ り避鯉場 所

と して 適切とは言い 難 い ところ もある。

　現在、本学にお い て 危険物の 質、量 、 所在は組織的に管

理 され て な い。鮮細な情報は流動 的 で あ りそ こまで は必 要
ない が、おお まか な情報を捉え る こ とは災害時の 有効 な対

策づ くりに っ なが る。

　本学は數育機関で ある と共 に研 究機関であるため、まだ

物性の 明らか で ない 物質をた くさん 取 り扱っ て い る。 シ ス

テム構築に あた り、物性や現場の こ とを 良 くわ か っ て い る

大学の 技術系職 員の 方々 の 知識と危機管理 を考える立場か

らの 知 職 を合わせ て検肘する必衷が ある。危険物 の 現状に

っ い て は本学工 学 部技 術系の 職員に よ り現在調査中で ある。
3−1−2 人的資源情報

　人 的 なネッ トワークは 災害 時 に有効な資源で あ る。
  職員悄報

　神戸大学の 例 を見て も実際に災 害対第 業務に あた っ て い

るの は大 学の事務系職員であ り、災害時に お け る大学 業務
の 御 臥 避難所 運 営の どち らを考えて も人員の 確保 は重要
で ある。

　現在本 学の発行する職員名 母 に記載 され て い る情報は名
前 、 役職 、 住所、電話番 号 の 4 つ で あ る。危機管理 面 で の

名簿の 有効利用 とい う視点からこれ らの情報に加 え、新た

な偶性 情報 （検索イ ン デ ッ クス ）を提案す る。
　

金 や授業料関係の 連絡作業に影響を与え てい る． この 間題

を解決す るた めに 学生情報管理 の 一元化 を提案する と共に、
新 たな検索イ ン デ ッ クス を提 案す る 。

所属体育会部 活動 、 サ ークル 　所属研究室

家族構成 短修 授 業

　

　
合の 関係 で平 欝 で も管理 して い る項目も含まれ て い る。こ

れらをうま く引き出す二 とがで き る よ うに 職員の 情 報 の
一

元管理 を行うべ きである。
  学 生情報

　現在学生 の 住所 及 び電 話番号の 情報 は 4 箇所、7種類 で

重複的に管理 され でい る 。 こ れ らはす ぺ て 学生 の 自己 申告

に よ り更新 され る ため 、 住所 変更 の 申告が 遅れ る こ とが多
く、連絡が 困難に なる こ とが 多い 。この 問題 は災害発生 時
の 安否 確認作業に影響す るだけ で な く、平 常業 務上 の 奨学

　神戸大学にお い て も学生 の 安否 確認作業 に最 も役立 っ た

の は 体育会部活動やサ
ー

クル とい っ た課外活動団体の ネ ッ

トワ
ー

ク だっ た。臨 が だ めな らバ イ クで まわる とい っ た

や り方で 迅 速に確奚 な安否情報をキーパ ーソン （責任者等
の情報が 自然に集まっ て くるで あろ う人 ）に集 め て い る。

　本学の 学生の 実態調査を行っ た 結果、研究室、体育会部

活動 、 サークル の いずれに も所属 して い ない 学生は全体の

26％で 、約 2，600人 となる。こ の 2，500人 は所属組 織か ら

安否確認する こ とがで きず、佃 々 に 行 うほか ない が 、 残 り

の 76％に 関して は こ の 学生の課外活動 団 体と連 携 し、安

否を確認するべ きで あ る。

3−2物的資源
3−・2−・1施設

  電 気

　電気は比鮫的復 旧の 早 い ラ イ フ ライ ン で あ る．厳 寒期

や酷暑期に発 災 の 場合、避難施股 の 冷暖 房 は重 要 で あ る e

　その た め今後新 しく骰置する設備なか で も特 に 冷暖房

設備は電力にすべ きで あ る。

  水

　災害時に生 活水は重要で ある。そ して 自然水 利 は災害 に

強い
。 横国大は立地上河川水には期待で きない が井戸が 二

つ ある。水位が低い た め手動で なく霓力で くみ上げて い る ．

　二 ヶ所 の井 戸 に 自家発電設備を設置 すべ き であ る。
  電 賭

　神戸大 学にお い て露話 の 断線は 見られなか っ た が 発 災

か ら四 日 間 く らい は電聒回線の 輻輳により非常にか か りに

くい 状況 となっ た 。 震災後その 教訓をもとに神戸 大学で は

各学部 に 2 、 3 個の 災害時優先電話を設置 して い る。 横国

大 に は四つ の 災害時優先電賭が ある。 しか し職員が どれ が

災害時優先電話 なの か を知 らず、有効 に 活用で き る状態 で

はない。電 鱈 自体に明紀する必 要が ある。 災 害時優先竃話

の ある部屋 は対策本部になる可 能性 が高 く 、 噫話回線を多

数 保持 する べ きで あ る。
  オーブ ン ス ベース

　オープ ン ス ベ ース は有効な資源で ある。しか し、 本学の

オープ ン ス ペ ー
ス は ア ク セ ス の 面 で 災害時に利用で きる も

の と利用で きない もの がある。 さらに本学は元 ゴ ル フ 場 で

ある ため全体に起伏が多く、平らなオーブ ン ス ペ ー
ス は 少

な い
。

　本学体育館脇 の オープ ン ス ベ ー
ス は 現在フ ェ ン ス に囲ま

れ 車両が進入 で きない 。そ こ で 南 東側以外の フ ェ ン ス をな

く し体育館との 接点に階段 を設 けるこ とに よ り、国道 1号

か ら体育館までの ス ム P ・ズな 導線を確保する 。 そ うす るこ

とに よ り災害時に は 、避 難者住民 用駐 車場、廃材置き拐、
涜濯 炊事場等に使用で きる。
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  物品情報

　本学が 管理す る物品の 中に、災害時に利用で きる資源は

た く さん あ る。

　 シ ナ リオ か ら想 定 され る必 要資 源 で 平 常時に管理 す る物

晶の 中か ら発掘で きるもの は 、 その 数量 と所在を リス ト化

する とともに、発 掘で きない もの は 災害時に調達で きる連

絡先 の リス トを整 備 す る必 要 があ る。

在庫 リス ト

連絡先 リス ト

・公 用車、台車

・コ ピー
機

・備蓄
・薬
・懐中電灯 etc

。食料
・ガ ソ リン

・灯洩
・ドヲイ アイ ス

・
仮設 トイ レ etc

3−2−2物的情報

  施設情報

　施設 情報 の 管理 は GISの 利用が特に 有効で ある。本学の

施設資源を有効に活用 するた めの 検索イ ン デ ッ クス を以下

に示 す。

　GISを用 い
、 平常業務の 円滑化 を図 る と共 に 、 災害時 の

活動 の 指針 とな る よ うな新た な画面を用 意 す る 。

　　

　　

　 　

　　

地 図上の 属性情報の 「安全管理者」 「避難者数亅 等の 人的

情報 は そ れ ぞれ 「職員名 簿亅 「避 難者名 簿 」 とリン ク させ

る．それ に よ り物 と人の 関係が顕在化する．
　 以 下の イ ン ターネ ッ トの ア ドレス で学内簡易 GISデモ ン

ス トレ ーシ ョ ン を行う。

http：／！arCh1 ．arc．　ynu．　ac．　jpノ
「
NusrOe9 ／Y囚U／demo．　html

メ ニ ュ
ー

’‘一

竃

『
ゆ

□
口
口

瀕

蓬．
グ覊

一 圖癨ヨ
　 　 　 o 人的摘報は各名鷹と リン ク　　職員屑簿

p m
　避 難 場所 を運営して い く上 で 、 大 学 は外部 と避難者 との

接点となる。 避難者名簿の 早期作成、早 期デジ タル 化は救

援物資の 調邃、安否情報の 提供 等 に役立つ だ ろ う。

　 さ らに GISを用い て 避 難 者名簿 を管理 す る こ とに よ り、

誰が ど こ にい るか が 明確になると ともに、災害時に必要 に

なる拠点や 仮設 物股 置 場所 の 決定 の 指 針 となる 。

魃
　本 研 究では横浜 国 立大 学内の 資 源 をい か に活 用す るか を

述ぺ て きた。しか し、周辺 地 域に もた くさん の 資源が あ り、
それらの 活用 は今後の 課題 で ある。

　都市的ス ケール で 見れ ば、大 学もひ とつ の 資源 で あ り 、

本 研 究 はそ の 資 源 活 用 の ひ とつ の ケース ス タデ ィ
ー

で あ る。
　本学の 縦割 り的情報管理 の 中で、図書館 と学生 部が図書

利用カー
ドと学生証を

一
体化させ よ うとい う新 しい 動きが

あ る。

　個々 の 人 間や組織が もっ 資源情報 を社会 全体が共 有 して

い く こ とが都市全 体の 効果的 な危機管理 を実現す るの で あ

る。

個別デ
ー

タλカ

　 o 人的貴源

　 o 物的貴蹕
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